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携帯電話のメールを用いた調査システム RMS (Real-time Mobile Survey system) (鑓水 2011，2012)
を用いたほか，一部にアンケート用紙も用いた。生育地は 5 歳から 15 歳までの最長居住地とし，
住所は大字レベルまで回答してもらった。 
2011 年 6 月～2012 年 6 月の首都圏での試行調査の結果をもとに 38 の非標準形を選定し、2012
年 7～11 月に東京都と埼玉県に立地する大学生約 400 名に対して調査を実施した。そのため回答
者の分布は東京都・埼玉県に多く，神奈川県，千葉県は少ない点で注意が必要である。 
調査を行った 38 語のうち、特に回答の分布が明瞭な、以下の 7 つの非標準形については、使用
するか否かだけではなく、使用意識をたずねることにした。 
 
1 . カタス  片づける 
2 . モス  燃やす 
3 . バナナムシ ツマグロオオヨコバイ 
4 . ダイジ  大丈夫 
5 . アオタン 青あざ 
6 . ズルコミ 割り込み 




調査内容は、以下の 5 種類である。 
 




「丁寧度」 （「くだけた言い方」～「改まった言い方」、7 段階） 
 
「使用」が 3 択で、これは全 38 語についておこなった。上記の 7 語については「使用頻度」以
下の 4 項目もたずねた。意識項目は 7 段階評定（左が 1，右が 7）であるが、どれも具体的な場面
を設定していないため，回答者がどのような場面を想定して回答しているかは不明である。また，
標準形や伝統的方言形の意識は尋ねていないという問題もある1。 















図1 バナナムシ(ツマグロオオヨコバイ)の使用  
 
 図 2・図 3 は，列などへの「割り込み」をあらわず２つの非標準形「ヨコハイリ」と「ズルコ
ミ」の分布である。図 2 のヨコハイリは，神奈川県～東京都 23 区西部多摩と，首都圏外周部に分
































にあるように、30 年前は神奈川県を中心とした分布であったことがわかっている。図 2 で新しく
使用するようになった地域と、従来から使用していた神奈川県とで、ヨコハイリの使用意識がど
のように違うかが問題となる。 
















































図7  カタス（片付ける）の使用頻度意識 
 
 














この地域に隣接する地域は，図 5・図 6 での「聞いたことがある」という回答が多い地域，すな
わち不使用地域であることをあわせると，この地域ではカタスが新しく使用が拡大したことが予
想される。 








たのではないかと推測することができる。このとき図 7 の分布の境界は，東京都 23 区の東西，す
なわち山の手と下町であり，これは，前述の首都圏若年層において多くみられる境界と一致する
ことからも妥当な推測であると判断できる。普及に伴って境界を越え，図 8 のように，神奈川側
に普及し，周囲を囲まれるような形で図 5・図 6 のような使用者の分布になったと考えらえる。
整理した表を以下に示す。 





















③ 東京23区南西部・神奈川北部 低～中範囲 















都 23 区南西部・多摩地方では不使用者が多く、周辺地域よりも普及が遅いとみられる。 
このことは首都圏の言語が中心部と周辺部に分かれる可能性を示唆している。もし中心部で非
標準形が避けられているとしたら、前記の「ベ(ー)」のような有名な伝統的方言形は、カタスよ
りも非標準形的色合いが残り、受け入れが鈍い可能性がある。 
このような言語現象について検証を重ねることで、首都圏の言語のモデル化ができ、標準語の
成立過程の解明にもつながると思われる。さらなる詳細な調査・分析が必要であろう。 
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